
二

漏
止
め
溶
接
の
み
を
し
た
第
三
条
の
八
第
六
号
に
規
定
す
る
容
器
又
は
管
（
耐
圧
部
分
に
つ
い
て
そ
の
溶

接
の
み
を
新
た
に
す
る
も
の
を
含
む
。）を
使
用
す
る
場
合

六

検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容

七

検
査
の
実
施
に
係
る
組
織

八

検
査
の
実
施
に
係
る
工
程
管
理

九

検
査
に
お
い
て
役
務
を
供
給
し
た
事
業
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
者
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十

検
査
記
録
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十
一

検
査
に
係
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
事
項

２

定
期
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録
は
、
そ
の
加
工
施
設
が
廃
棄
さ
れ
た
後
五
年
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
保
存

す
る
も
の
と
す
る
。

（
廃
止
措
置
中
に
お
い
て
定
期
事
業
者
検
査
を
要
す
る
場
合
）

（
溶
接
の
方
法
の
認
可
）

第
三
条
の
十
二

法
第
十
六
条
の
五
第
一
項
た
だ
し
書
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
廃
止
措

置
対
象
施
設
に
第
九
条
の
四
の
二
第
十
号
の
性
能
維
持
施
設
が
存
在
す
る
場
合
と
す
る
。

第
三
条
の
十
二

法
第
十
六
条
の
四
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
溶
接
施
行
工
場
ご
と
に
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

溶
接
施
行
工
場
の
名
称
及
び
所
在
地

三

溶
接
設
備
の
種
類
及
び
容
量

四

溶
接
施
行
方
法
の
種
類

五

溶
接
を
行
う
者
の
氏
名
及
び
そ
の
者
の
行
う
溶
接
施
行
方
法
の
範
囲

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
説
明
し
た
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

溶
接
設
備

二

溶
接
施
行
方
法

三

溶
接
を
行
う
者
の
知
識
及
び
技
能

３

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
第
一
項
の
認
可
の
申
請
に
係
る
溶
接
の
方
法
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し

て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
認
可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

溶
接
設
備
の
種
類
及
び
容
量
が
申
請
に
係
る
溶
接
施
行
方
法
に
よ
る
溶
接
を
行
う
の
に
適
切
で
あ
る
こ

と
。

二

溶
接
施
行
方
法
が
溶
接
部
の
強
度
を
確
保
す
る
の
に
適
切
で
あ
る
こ
と
。

三

溶
接
を
行
う
者
が
そ
の
行
お
う
と
す
る
溶
接
施
行
方
法
に
よ
る
溶
接
に
つ
い
て
相
当
の
知
識
及
び
技
能
を

有
す
る
こ
と
。

４

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
と
す
る
。

（
定
期
事
業
者
検
査
の
報
告
）

（
輸
入
品
の
溶
接
検
査
）

第
三
条
の
十
三

法
第
十
六
条
の
五
第
三
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
き
は
、
定
期
事
業
者
検
査

（
第
三
条
の
九
第
三
項
の
規
定
を
適
用
し
て
行
う
も
の
を
除
く
。）を
開
始
し
よ
う
と
す
る
と
き
と
す
る
。

第
三
条
の
十
三

法
第
十
六
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
溶
接
を
し
た
加
工
施
設
で
あ
つ
て
輸
入
し
た
も
の
の

当
該
溶
接
に
つ
い
て
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子

力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
十
六
条
の
五
第
三
項
の
報
告
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
定
期
事
業
者
検
査
が
終
了
し
た
と
き
に
あ
つ
て

は
遅
滞
な
く
、
前
項
に
規
定
す
る
と
き
に
あ
つ
て
は
検
査
開
始
予
定
日
の
一
月
前
ま
で
（
第
三
条
の
十
第
二
項

の
一
定
の
期
間
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
一
定
の
期
間
」
と
い
う
。）を
定
め
、
又
は
変
更
（
一
定
の
期

間
を
短
縮
す
る
場
合
を
除
く
。）を
し
た
場
合
は
三
月
前
ま
で
）
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
報
告
書
を

作
成
し
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
容
器
又
は
管
の
種
類
、
主
要
寸
法
、
個
数
、
最
高
使
用
圧
力
、
最
高
使
用
温
度

並
び
に
内
包
す
る
放
射
性
物
質
の
種
類
及
び
濃
度

三

溶
接
施
行
工
場
の
名
称
及
び
所
在
地

四

検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
項
、
期
日
及
び
場
所
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